
ご
み
炉
新
設

」
み
-
▲

設
、
発
電

廃
棄
物
処
理
業
の「
勝
田
環

境
」(
ひ
た
ち
な
か
市
)
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
「
カ
ツ
タ
」

が
同
市
高
野
に
新
設
す
る
ご
み

焼
却
炉
で
、
発
電
事
業
を
拡
大

す
る
。
既
存
の
木
質
系
発
電
所

と
合
わ
せ
て
7
5
0
0
計

を

超
え
る
発
電
能
力
を
持
つ
こ
と

に
な
る
。
平
時
の
公
衆
衛
生
か

ら
有
事
の
災
害
対
応
ま
で
、
グ

ル
ー
プ
は
「
環
境
イ
ン
フ
ラ
」

を
支
え
る
企
業
を
目
指
し
、
関

連
事
業
を
広
げ
て
い
る
。

圃
薦
稼
働
予
定

同
社
に
よ
る
と
、
新
焼
却
炉

は
今
年1
1
月
に
稼
働
す
る
予

定
。
1
日
1
5
0
ゾ
の
ご
み
を

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
発
電

能
力
は
2
7
0
0
計仰
ぎ
産
業

‐
轟
き
　
　

廃
棄
物
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
一
般
廃
棄
物
(
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、

し
尿
汚
泥
な
ど
)
の
受
け
入

れ
、
処
理
に
も
対
応
す
る
。
新

焼
却
炉
に
は
日
量2
0
立
方
薪
の

処
理
能
力
を
持
つ
汚
泥
乾
燥
設

備
も
併
設
。
下
水
道
汚
泥
に
加

え
、
新
た
に
一
般
廃
棄
物
の
し

尿
汚
泥
に
も
対
応
す
る
。
さ
ら

に、
処
理
困
難
物
向
け
の「
バ
ッ

チ
式
焼
却
炉
」
を
備
え、.
金
属

製
ス
プ
リ
ン
グ
を
含
む
ベ
ッ
ド

マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
の
焼
却
処
理

も
可
能
と
な
る
p
電
力
は
市
内

の
企
業
や
保
育
園
に
供
給
す
る

ほ
か
、
自
社
で
も
利
用
す
る
。

乾
燥
後
の
汚
泥
は
、
2
0
0

3
年
に
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
と

の
共
同
出
資
で
発
足
し
た
グ灘

鮒

龍一講
灘

崎

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　

な
種
類
を
分
別
し
て
い
く

電
拡
大
菱
墓
曇
　　
　　
　
　

　
　
　　
　　　
　

ル
ー
プ
会
社
「
バ
イ
オ
パ
ワ
ー

勝
田
」
で
木
質
系
燃
料
な
ど
と

混
焼
し
、
発
電
用
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
。

同
社
は
発
電
能
力
4
9
9
0
計

Wッ
、
一
般
家
庭
1
万
世
帯
分
の

電
力
を
賄
っ
て
い
る
。

処
灘
要
請
増

発
電
事
業
拡
大
の
背
景
に

は
、
中
国
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
輸
入
を
制
限
し
日
本
国
内
で

の
廃
プ
ラ
処
理
が
増
加
し
た
こ

と
や
、
近
年
の
自
然
災
害
多
発

に
よ
っ
て
災
害
廃
棄
物
の
処
理

要
請
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
応

え
た
と
い
う
。
さ
ら
に
2
0
1

1
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降

は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
後
押
し

環境インフラ支 }　
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今年 11月の稼働を予定しているカツタの新
ごみ焼却炉= ひたちなか市高野 (同社提e共)

′
1
9
9
7
年
設
立
の
カ
ツ
タ

は、
焼
却
熱
を
利
用
す
る「
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
、
粗
大

最
近
は
廃
家
電
に
混
じ
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
未
分
別

に
よ
る
発
火
に
よ
り
、
特
に
自

治
体
の
破
砕
・
選
別
処
理
施
設

で
火
災
が
多
発
し
て
お
り
、
ご

み
焼
却
施
設
で
の
設
備
停
止
と

い
っ
た
影
響
が
出
て
い
る
。
同

社
は
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
時
の

受
け
皿
と
な
り
、
地
域
の
ご
み

処
理
が
滞
ら
な
い
よ
う
支
援
し

て
い
る
。
さ
ら
に
自
社
プ
ラ
ン

ト
で
の
電
池
火
災
を
防
ぐ
た

め
、
工
場
に
セ
ン
サ
ー
を
導
入

し
て
監
視
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
は
こ
の
ほ
か
、
地

域
特
産
の
干
し
芋
の
残
遭
を
活

用
し
た
肥
料
製
造
に
も
進
出
。

農
作
物
生
産
も
手
が
け
、
生
産

し
た
米
や
野
菜
を
使
っ
た
社
員

食
堂
兼
レ
ス
ト
ラ
ン
「
な
な
か

ま
ど
」
を
工
場
の
近
く
で
運
営

多
角
化

る

家
電
に
混
じ
る
リ

ご
み
を
分
解
し
再
資
源
化
す
る

「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」

の
2
施
設
を
備
え
る
。
こ
の
ほ

か
既
存
施
設
で
は
、
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
な
ど
を
活
用
し
た
製

紙
会
社
向
け
固
形
燃
料
も
製
造

し
て
い
る
。

・

搬
入
ご
み
は
分
別
や
焼
却
の

後
、
焼
却
灰
が
最
後
に
残
る
。

こ
れ
ら
は
埋
め
立
て
処
分
す
る

ほ
か
、
合
金
鉄
な
ど
を
手
が
け

る
新
日
本
電
工
鹿
島
工
場(
鹿

嶋
市
)
の
プ
ラ
ン
ト
に
搬
出
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
依
頼

し
、
可
能
な
限
り
資
源
化
を

図
っ
て
い
る
。

発
火
が
懸
念
さ
れ
課
題
と
な
っ
て
い

る
各
種
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

　
　
　
,

＼鴇

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
既
存
焼

却
炉
の
ボ
イ
ラ
ー
蒸
気
を
利
用

し
て
干
し
芋
づ
く
り
に
も
取
り

組
む
な
ど
、
手
が
け
る
事
業
は

幅
広
い
。

.
新
焼
却
炉
が
稼
働
す
れ
ば
、

発
電
に
よ
る
資
源
循
環
の
拡
大

だ
け
で
な
く
、
災
害
や
自
治
体

施
設
ト
ラ
ブ
ル
時
の
受
け
皿
機

能
強
化
に
も
つ
な
が
る
。
カ
ツ

タ
の
尾
曲
新
太
郎
取
締
役
部
長

は
「
事
業
継
続
の
観
点
か
ら
、

自
治
体
と
災
害
時
の
協
定
を
結

び
、
協
力
関
係
を
強
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

2026 年(令和8年)6月4日
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木曜日 出家


